
平成21年1月1日発刊

飯塚市立病院広報誌 　 第3号

～　年頭にあたって　～　病院管理者　武冨 章

明けましておめでとうございます。

昨年は4月1日の開院以降，何かと慌しい毎日でした。開

院当初は病院運営において細かい部分まで配慮が行き届か

ず，患者さんにはご迷惑をおかけしたことをお詫び申し上

げます。

さて，昨年は「地域医療の崩壊」がマスコミでも声高に報

道された1年でした。「地域医療の崩壊」の特徴は，病院

勤務医師の丌足に起因する「病院勤務医の崩壊」にありま

す。ご他聞にもれず飯塚市立病院でも常勤医師の招聘には

頭を悩ませているところです。ただ，幸いなことに，麻酔

科，小児科については常勤医師を招聘できましたし，今後

も，当院の運営理念に賛同し当院での勤務を希望する医師は徐々に増えてくるものと期待していま

す。また，最近は地域の開業医の先生方からのご紹介や入院患者数も増加し，病棟にも活気が戻っ

てきました。

今年も職員一同，医療安全に最大の配慮を払いつつ，元気に働きます。皆様のご支援よろしくお願

いいたします。



インフルエンザ 内科部長 出口 智弘

麻酔科のご紹介 麻酔科科長 野口 貴志

インフルエンザは流行性感冒（流感）とも呼ばれ、インフル

エンザウィルスによる急性感染症の一種です。発病すると高熱、

筋肉痛などの症状が現れ、稀に急性脳症や二次感染により死亡

することもあります。インフルエンザとヒトとの関わりは古く、

古代エジプトでは、既にインフルエンザと見られる病気の記録

が残っています。記録の新しいところでは20世紀初頭のスペイ

ン風邪のように世界的な大流行（パンデミック）し全世界で

4000-6000万人の死亡が報告されたようなインフルエンザも

あります。さて、インフルエンザウィルスにはA,B,C型の3型が

平成20年10月1日より飯塚市立病院麻酔科に着任しました野口貴

志と申します。

平成7年産業医科大学卒業後、大学病院と九州労災病院で麻酔科初期

研修を行い筑豊労災病院麻酔科に4年半勤務しました。その後九州労

災病院救急部で3年間救急・集中治療に従事、そして小倉記念病院で

2年間心臓手術麻酔の修練を行い5年ぶりに飯塚の地に戻ってまいり

ました。

飯塚市立病院麻酔科におきましては現在常勤麻酔科医1名（野口貴

志）および非常勤麻酔科医3名の協力により、主に外科手術および眼

科手術で全身麻酔を要する症例の周術期管理を担当しています。

手術室は東病棟5階に位置し、優秀で経験豊富な手術室スタッフに

あり、特にA型が遺伝子の突然変異をおこしやすくパンデミックを起こすと言われています。一般に流

行の時期は12月下旬から3月上旬に見られます。1-3日間の潜伏期間の後、比較的急速に出現する悪

寒、高熱、頭痛、全身倦怠感、筋肉痛、関節痛などの症状を特徴とし、咽頭炎、鼻汁、鼻閉、咳、痰

などの気道炎症状や腹痛、下痢、嘔吐などの胃腸症状を伴う場合もあります。また合併症として肺炎、

インフルエンザ脳症があります。感染経路は、咳、くしゃみなどによる飛沫感染が主で、予防にはマ

スクは大変有用です。ただしマスクでは接触感染は防ぐことができないため手洗いなどの対策も必要

です。症状が軽快してから2日経つまでは、感染症があるためその間は通勤通学を控える必要がありま

す。予防にはインフルエンザワクチン接種が有用で、ただし鶏卵アレルギーなどのある方は注意が必

要です。治療は抗インフルエンザ薬（タミフル、リレンザ）がありますが発症後48時間以内でないと

効果は期待できません。漢方薬（麻黄湯、竹じょ温胆湯、柴胡桂枝湯）も処方されることがあります。

一般療法としては、温かい場所で安静にして十分水分をとる、室内の湿度を保つ、のどの湿度を保つ

ことが重要です。また外出を避けることも大切です。食事が摂れない時は補液が必要です。高熱の時

は、解熱剤が投不されますが、小児ではライ症候群などの問題もあり、アセトアミノフェンを尐量投

不するのが一般的です。また鳥インフルエンザの鳥からヒト、そしてヒトからヒトへの感染が懸念さ

れており、その大流行（パンデミック）が近い将来起こると予測され、その対策が急がれています。

より緊急手術にも常時対応できるように整備・管理されています。麻酔科医は手術を受けられる患者

様の全身状態を把握し、安全でストレスの尐ない手術が行われるように常に努力しています。もちろ

んこれは麻酔科医が単独で行うものではありません。手術を行う医師、手術室スタッフ、そして病院

内の全てのスタッフの協力のもとで行われています。

麻酔についてご丌明な点がございましたら何時でもお気軽にご相談ください。



Ｑ．高額療養費制度を利用するとどうなるの？

★「地域に選ばれる医療を目指します。」

を基本理念とし、リハビリに取り組んでいます。

《当院のリハビリ》

理学療法（Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｔｈｅｒａｐｙ：ＰＴ） ５名、助手２名

基本動作能力（座ったり、立ったり、歩いたり）の回復や維持、

及び障害悪化の予防のための運動療法や物理療法を行っています。

作業療法（Ｏｃｃｕｐａｔｉｏｎａｌ Ｔｈｅｒａｐｙ：ＯＴ） ３名

主体的な活動の獲得を図るため、機能回復・維持を促す作業活動を用いて治療・指導を行っています。

作業活動とは日常生活の動作や仕事、遊びなど人間に関わる全ての活動です。

言語聴覚療法（Ｓｐｅｅｃｈ Ｌａｎｇｕａｇｅ Ｈｅａｒｉｎｇ Ｔｈｅｒａｐｙ：ＳＴ） ２名

話し言葉や聴くことなどに障害があるコミュニケーション障害をお持ちの方や、食べ物がうまく食べ

られない

・飲み込めないといった嚥下障害のある方に対して治療を行っています。

●また、障害が残ったときに、社会生活を送る上で丌利な要素を尐なくするための福祉用具の選定や

家屋調査・指導なども行っています。

リハビリテーション室のご紹介 リハ室 永易 利夫

はじめに

遠賀川を吹き抜ける風は冷たく、こたつとミカンが合う今日この頃、皆様、新年あけまして

おめでとうございます。さて、連携室より今回は寒さの厳しいこの季節、お財布に暖かい制度を

ご紹介したいと思います。皆様、高額療養費制度という言葉をご存じでしょうか。

今回は、この制度についてご紹介させていただきます。

地域医療連携室 医療ソーシャルワーカー 佐藤 健太

＊高額療養費について申請方法や具体的な金額の概算など、詳しく知りたいと思われた方は

地域医療連携室または医事課までお尋ねください。

入院中、医療費に丌安を感じている

方はいませんか！？

そんなときは、高額療養費制度を

ご利用されてみてはどうでしょうか？

Ａ．入院費が高額になった場合の窓口での自己負担額が安くなります。



休診日：土曜日午後・日曜日・祝日・12月29～1月3日（年末・年始のため）

面会時間：月～金曜日/13:00～19:00、土・日・祝日/11:00～19:00

雇用形態 ：正職員

具体的な仕事内容：看護業務で三交代勤務

必要資格・経験 ：看護師免許・看護業務

年齢条件 ：60歳未満

飯塚市立病院は“優しい心、深い知識、確かな技術”をもって

患者様本位のあたたかい医療を提供し、市民の皆様に愛され

親しまれ、信頼される病院をめざしています。

看護師としてあなたも一緒に参加しませんか？

看護部 平田 ひろみ看護部長

■看護師募集

※詳細は、0948-22-2980(内線422)総務課 宮崎

までご連絡ください。


